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審議した主な議案

議
案�

審�

議

市
長
提
出
議
案

■�

ヒ
ノ
ト
ン
ト
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
の
入
園
料

と
駐
車
場
使
用
料
を
改
定

羽
村
市
動
物
公
園
条
例

【
主
な
内
容
】　
動
物
公
園
と
駐
車
場
に

つ
い
て
、
よ
り
一
層
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
管
理
運
営
を
同
一
指
定
管
理
者

が
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
動
物
公

園
条
例
と
駐
車
場
条
例
を
統
合
。
ま
た
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
を
図
る
観
点
か

ら
、
羽
村
市
使
用
料
等
審
議
会
の
答
申

に
基
づ
き
、
動
物
公
園
入
園
料
及
び
駐

車
場
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
及
び
令
和
６
年

４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

料
金
改
定
に
よ
る
影
響
額
は
。

入
園
料
の
改
定
で
、
６
７
８
万
７

７
７
０
円
、
駐
車
場
料
金
の
平
日
の
有

料
化
で
、
３
７
４
万
９
３
０
０
円
が
増

額
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

料
金
改
定
を
行
い
、
18
歳
未
満
は

入
園
料
が
無
料
と
な
る
が
、
現
在
の
利

用
者
割
合
は
。

主
な
収
入
割
合
で
は
、
現
在
の
大

人
料
金
が
79
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
、
小
・

中
学
生
が
４
・
27
パ
ー
セ
ン
ト
、
４
歳

以
上
が
１
・
96
パ
ー
セ
ン
ト
、
シ
ニ
ア

が
３
・
08
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

18
歳
未
満
の
方
の
居
場
所
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

■�

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
同
意

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
羽
村
章

氏
を
委
員
に
任
命
す
る
た
め
に
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

【
任
期
】　
令
和
５
年
10
月
１
日
～
令
和

９
年
９
月
30
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
同
意

■ 

第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
に
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、

決
算
認
定
７
件
、
条
例
に
関
す
る
議
案
５
件
、
補
正
予
算
案
６

件
、
そ
の
他
の
議
案
４
件
、
あ
わ
せ
て
22
件
を
認
定
・
可
決
・

同
意
し
ま
し
た
。

■ 

審
査
し
た
陳
情
５
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ヒノトントン ZOO
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■�
ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
使
用
料

を
引
上
げ

羽
村
市
体
育
館
管
理
運
営
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
受
益
者
負
担
の
適
正
化

を
図
る
観
点
か
ら
、
羽
村
市
使
用
料
等

審
議
会
の
答
申
に
基
づ
き
、
ス
イ
ミ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
使
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日
及
び
令
和
６
年

４
月
１
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

ス
イ
ミ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
利
用
者
数

の
う
ち
、
市
内
の
方
の
割
合
は
。

プ
ー
ル
が
63
パ
ー
セ
ン
ト
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
が
82
パ
ー
セ
ン
ト
、

サ
ウ
ナ
が
77
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

改
定
し
た
場
合
の
影
響
額
は
。

４
５
６
万
３
０
０
０
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
お
り
、
現
在
の
収
入
の
約
27

パ
ー
セ
ン
ト
増
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

料
金
改
定
し
た
場
合
、
他
市
と
比

較
し
て
ど
う
な
る
の
か
。

プ
ー
ル
の
使
用
料
金
は
、
多
摩
26

市
の
平
均
が
３
９
７
円
で
あ
り
、
２
番

目
に
高
額
と
な
る
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
の
使
用
料
は
２
番
目
に
安
い
料

金
と
な
る
。

光
熱
費
等
の
高
騰
の
影
響
額
は
ど

の
く
ら
い
か
。

コ
ロ
ナ
前
の
平
成
30
年
度
が
３
５

０
０
万
円
に
対
し
、
令
和
４
度
年
は
５

４
０
０
万
円
で
あ
る
。

討
論

反
対　
物
価
高
騰
の
中
で
の
値
上
げ

は
避
け
る
べ
き
で
あ
り
、
反
対
。

�

（
日
本
共
産
党
）

賛
成　
光
熱
費
等
高
騰
に
対
し
、
受

益
者
負
担
の
観
点
か
ら
値
上
げ
を
行
う

こ
と
は
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
。

�
（
公
明
党
）

■�

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
高
騰
対
策
助

成
金
や
ゆ
と
ろ
ぎ
の
第
二
・
第
四

駐
車
場
の
撤
去
費
用
な
ど
を
計
上

令
和
５
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

【
主
な
内
容
】　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
９

億
７
９
３
７
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
予
算
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
２
５
１
億
７
５
２
４
万
９
０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

討
論

賛
成　
市
の
重
要
な
施
策
の
更
な
る

充
実
を
期
待
す
る
。
駐
車
場
の
廃
止
に

は
市
民
へ
の
説
明
と
対
応
を
求
め
、
賛
成
。

�

（
新
政
会
）

賛
成　
市
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
す

る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
予
算
で
あ
る

と
評
価
。
駐
車
場
の
廃
止
は
安
全
対
策

を
図
る
こ
と
を
求
め
、賛
成
。（
公
明
党
）

賛
成　
駐
車
場
の
廃
止
は
市
の
財
政
、

利
用
状
況
か
ら
妥
当
で
あ
り
、
賛
成
。

�

（
令
和
か
が
や
き
）

賛
成　
生
活
応
援
事
業
補
助
金
の
取
組

み
方
法
や
駐
車
場
撤
去
に
あ
た
り
、
丁
寧

な
対
応
を
求
め
、
賛
成
。�（
日
本
共
産
党
）

■�

博
物
館
法
改
正
に
伴
い
文
言
を
修
正

羽
村
市
郷
土
博
物
館
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
内
容
】　
博
物
館
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
施
行
日
】　
公
布
の
日

【
議
決
結
果
】　
原
案
可
決

質
疑

羽
村
市
郷
土
博
物
館
は「
登
録
博

物
館
」、「
博
物
館
相
当
施
設
」、「
博
物

館
類
似
施
設
」の
ど
れ
に
該
当
す
る
の
か
。

登
録
博
物
館
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

登
録
博
物
館
の
役
割
と
し
て
、
所

蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
地
域
と
連
携

し
た
事
業
へ
の
努
力
義
務
が
あ
る
が
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

将
来
的
な
所
蔵
資
料
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
見
据
え
、
調
査
研
究
し
て
い
く
。

地
域
と
の
連
携
は
、
観
光
協
会
と
連
携

し
た
事
業
も
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
法
改
正
の
趣
旨
に
則
り
、
運
営

を
行
っ
て
い
く
。

※ 

内
容
は
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
中
継

（
９
月
12
日
・
９
月
29
日
分
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

スイミングセンター
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■市長提出議案の議決結果
＜第３回定例会（９月）で全会一致となった議案＞

件名・概要 議決結果

羽村市郷土博物館条例の一部を改正する条例　→P11

原案可決

羽村市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正す
る条例　
→ 地域の自主性及び自立性を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律の施行に伴う就

学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提供の推進に関する法律の改正に伴い、条例の一部を改正する。

羽村市児童遊園条例等の一部を改正する条例　
→ 公の施設の条例における指定管理者の管理に係る条文等を整理するため、関係条例の一部を改正する。 
【改正する条例】羽村市児童遊園条例、羽村市立公園条例、羽村市農産物直売所条例、羽村市弓道場条例、羽村
市水上公園条例、羽村市生涯学習センターゆとろぎ管理運営条例

羽村市動物公園条例　→P10

令和５年度羽村市一般会計補正予算（第４号）　→P11

令和５年度羽村市一般会計補正予算（第５号）　
→ 歳入歳出それぞれ1,177万9千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ251億8,702万8千円とする。

令和５年度羽村市国民健康保険事業会計補正予算（第１号）　
→ 歳入歳出それぞれ1億8,809万5千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ61億1,439万5千円とする。

令和５年度羽村市後期高齢者医療会計補正予算（第１号）　
→ 歳入歳出それぞれ1,915万1千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ15億1,695万1千円とする。

令和５年度羽村市介護保険事業会計補正予算（第１号）　
→ 歳入歳出それぞれ1億878万7千円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ42億5,248万7千円とする。

令和５年度羽村市福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事業会計補正予算（第１号）　
→ 歳入歳出それぞれ4,928万円を増額し、補正後の予算額を歳入歳出それぞれ15億9,978万円とする。

令和４年度羽村市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について　
→ 令和４年度羽村市水道事業会計未処分利益剰余金3億8,618万8,245円のうち1億5,440万3,691円を減債積

立金に積み立て、2億3,178万4,554円を資本金に組み入れる。

羽村市と青梅市、福生市および瑞穂町との間の証明書の交付等の事務委託の廃止について　
→ 羽村市と青梅市、福生市および瑞穂町との間の戸籍証明書の広域交付等事務について、通信回線のサービス

が終了すること、また、全国での戸籍事務内連携が本格稼働することにより、戸籍証明書等の広域交付が可
能となることから、協議により規約を定め、事務委託を廃止する。

損害賠償額の決定及び和解について　
→ 山梨県北杜市の旧羽村市自然休暇村敷地内において、市が管理する樹木が倒れ、解体工事のために駐車して

いた自動車を破損させた事故に対する損害賠償額を決定し、和解する。

教育委員会委員の任命について　→P10 原案同意

■各会派の賛否■ 　議案／ 〇…賛成　　×…反対　
 　陳情／ 〇…採択　　×…不採択　　

■会 派 名■ 　新…新政会　　公…公明党　　令…令和かがやき（立憲・無所属）　　共…日本共産党
 　ネ…市民ネットワーク　　都…羽村市議会都民ファーストの会　　世…世論　　双…双葉会

凡　
例
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◆会派とは、政治上の主義や政策が同じ議員の集まりで、
議会活動を行う上での基礎となります。

新 政 会

櫻
さくら

沢
ざわ

　裕
ひろ

人
と

　　池
いけ

澤
ざわ

　　敦
あつし

野
の

崎
ざき

　和
かず

也
や

　　秋
あき

山
やま

　義
よし

徳
のり

高
たか

田
だ

　和
かず

登
と

　　冨
とみ

松
まつ

　　崇
たかし

公 明 党

金
かね　こ

子ひとみ
中
なか

嶋
じま

　　勝
まさる

富
とみ

永
なが

　訓
のり

正
まさ

石
いし

居
い

　尚
ひさ

郎
お

日本共産党

浜
はま

中
なか

　　順
じゅん

鈴
すず

木
き

　拓
たく

也
や

市民ネットワーク

門
もん

間
ま

　淑
ひで

子
こ

 

羽村市議会都民
ファーストの会
濱
はま

中
なか

　俊
とし

男
お

令和かがやき
（立憲・無所属）

大
おお

塚
つか

あかね
馳
はせ

平
ひら

　耕
こう

三
ぞう

世　論

山
やま

崎
ざき

　陽
よう

一
いち

双 葉 会

菅
かん

　　勇
ゆう

真
しん

■陳情の審議結果

件名 審査した
委員会

会派名（数字は人数）
本会議での
議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双

（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）
第 8 期介護保険事業最終年度末における
介護保険給付準備金保有額の第 9 期介護
保険事業計画への繰入について陳情書

文教厚生
委員会

× × × 〇 〇 × × × 不採択

「改正マイナンバー法を見直し、健康保険
証の存続を働きかける意見書提出を求め
る請願署名」を政府に送付することを求
める陳情書

× × 〇 〇 〇 × 〇 × 不採択

健康保険証の存続を求める陳情書 × × 〇 〇 〇 × 〇 × 不採択
現行の健康保険証を残す意見書を国へあ
げることを求める陳情 × × 〇 〇 〇 × 〇 × 不採択

指定管理者に係る違法な条例の改正を求
める件

総務
委員会 × × × × × × × × 不採択

＜第３回定例会（９月）で賛否の分かれた議案＞

件名
会派名（数字は人数）

議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双
（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）

羽村市体育館管理運営条例の一部を改正する条例
→ P11 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 原案可決

＜令和４年度決算認定の議決結果＞

件名
会派名（数字は人数）

本会議での
議決結果新 公 令 共 ネ 都 世 双

（6）（4）（2）（2）（1）（1）（1）（1）
一般会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

認定

特
別
会
計

国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇
後期高齢者医療会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
介護保険事業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
福生都市計画事業羽村駅西口土地区画整理事
業会計歳入歳出決算 〇 〇 〇 〇 × 〇 × 〇

水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
下水道事業会計決算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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市政について問う

一
般
質
問

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
施
策
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
で
す
。

第
３
回
定
例
会
で
は
、

９
月
５
日
、
６
日
、
７
日
の
３
日
間
に
わ
た
り

17
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。

※
原
稿
は
、
議
員
自
身
が
要
約
し
作
成
し
て
い
ま
す
。

※
答
弁
内
容
は
、
９
月
時
点
の
も
の
で
す
。

帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
助
成
に
つ
い
て

質
問
　
助
成
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長
　
今
次
定
例
会
に
帯
状
疱

疹
ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種
補
助
事

業
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
た

補
正
予
算
案
を
提
案
し
て
い
る
。

質
問
　
予
算
は
ど
の
く
ら
い
必

要
か
。

市
長
　
予
防
接
種
委
託
料
や
予

診
票
印
刷
製
本
な
ど
の
経
費
と

し
て
１
０
２
７
万
円
で
あ
る
。

は
む
ら
ん
「
羽
村
市
役
所
」

バ
ス
停
へ
の
屋
根
付
き
ベ
ン
チ

設
置
に
つ
い
て

質
問
　
羽
村
市
役
所
バ
ス
停
に

屋
根
付
き
ベ
ン
チ
を
設
置
で
き

な
い
か
。

市
長
　
道
路
占
用
許
可
基
準
に

照
ら
す
と
、
歩
道
の
有
効
幅
員

が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
円
滑

な
通
行
の
確
保
の
観
点
か
ら
設

置
で
き
な
い
。

清
流
地
区
へ
の

投
票
所
設
置
に
つ
い
て

質
問
　
清
流
地
区
へ
投
票
所
を

設
置
で
き
な
い
か
。

選
管
事
務
局
長
　
国
会
議
員
の

選
挙
等
の
執
行
経
費
の
基
準
に

関
す
る
法
律
で
、
投
票
所
か
ら

選
挙
人
の
住
所
ま
で
が
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
地
区
の
解

消
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

清
流
地
区
は
約
１
・
５
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
の
た
め
、
設
置
の
考
え

は
な
い
。

質
問
　
期
日
前
移
動
投
票
所
の

実
施
や
、
投
票
日
に
バ
ス
送
迎

で
き
な
い
か
。

選
管
事
務
局
長
　
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
が
、
投
票
所
の

近
く
ま
で
「
は
む
ら
ん
」
を
ご

利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

成
分
献
血
へ
の
理
解
向
上
に
つ
い
て

《Ｑ》帯状疱疹ワクチン助成の考えはないか　
《Ａ》今次定例会に経費を計上した補正予算案を提案した

帯状疱疹ワクチン任意接種補助事業紹介ペ
ージ（市公式サイトより）

濱中 俊男 議員（羽村市議会都民ファーストの会）
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市
民
の
安
全
に
つ
い
て

質
問
　
社
会
構
造
が
変
化
す
る

中
、犯
罪
等
の
防
止
に
効
果
的
な

地
域
の
目
を
ど
う
確
保
す
る
か
。

市
長
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
パ
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
は
む
ら
な
ど
と
緊

密
に
連
携
し
、
地
域
の
目
を
確

保
す
る
。

質
問
　
無
線
技
術
を
利
用
し
た

情
報
の
伝
達
手
段
で
あ
る
ビ
ー

コ
ン
を
活
用
し
て
通
学
路
上
の

児
童
の
位
置
を
保
護
者
に
通
知

す
る
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
児

童
の
見
守
り
だ
け
で
な
く
、
高

齢
者
等
の
見
守
り
等
、
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
活
用
可
能
な
た
め
、

導
入
し
て
は
。

市
長
　
他
自
治
体
で
の
導
入
事

例
を
情
報
収
集
し
、
活
用
方
法

や
有
効
性
等
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
し
て
い
く
。

災
害
時
の
行
政
の
対
応
や

備
え
に
つ
い
て

質
問
　
災
害
時
に
利
用
可
能
な

避
難
所
の
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
サ

ー
ビ
ス
の
運
用
方
法
は
。

市
長
　
各
避
難
所
を
担
当
す
る

市
職
員
が
端
末
を
立
ち
上
げ
、

避
難
し
た
皆
さ
ま
に
ご
利
用
い

た
だ
く
。同
時
接
続
可
能
端
末
数

や
通
信
速
度
の
関
係
か
ら
、
状

況
に
応
じ
た
譲
り
合
い
な
ど
、
注

意
事
項
を
周
知
し
混
乱
な
く
利

用
で
き
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

質
問
　
災
害
に
強
い
衛
星
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
。

市
長
　
東
京
都
の
地
域
衛
星
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
。

質
問
　
災
害
時
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
（
令
和

５
年
度
運
用
開
始
予
定
）
を
活

用
し
た
災
害
情
報
の
発
信
等
を

行
っ
て
は
。

市
長
　
市
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
の

シ
ス
テ
ム
の
提
供
事
業
者
を
選

定
す
る
中
で
、
実
現
可
能
か
確

認
し
検
討
す
る
。

櫻沢　裕人 議員（新政会）

《Ｑ》児童等の見守りサービスを導入してはどうか
《Ａ》他自治体の事例を情報収集し調査・研究する

パトロールセンターはむらの活動の様子

少
子
化
、
幼
児
教
育
、

学
校
教
育
の
未
来
は

質
問
　
学
区
の
見
直
し
な
ど
、

先
を
見
越
し
た
人
口
推
計
に
基

づ
く
将
来
の
学
校
教
育
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

教
育
長
　
現
在
、
市
内
小
・
中

学
校
の
適
正
規
模
及
び
今
後
の

学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
る
。
今
年
度
中
に
は
基

本
的
な
考
え
方
を
ま
と
め
公
表

す
る
。

質
問
　
幼
児
教
育
強
化
の
た
め

に
、
よ
り
民
間
と
の
連
携
強
化
を
。

市
長
　
引
き
続
き
、
国
や
東
京

都
の
財
源
な
ど
の
活
用
を
図
り
な

が
ら
、
事
業
者
の
運
営
支
援
と

連
携
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

水
害
対
策
の
強
化
を

　
こ
れ
ま
で
重
ね
て
質
問
を
し

て
き
た
こ
と
の
、
そ
の
後
の
経

過
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

質
問
　「
ま
る
ご
と
ま
ち
ご
と

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
の
状
況
は
。

市
長
　
浸
水
想
定
区
域
内
に
お

住
い
の
皆
さ
ま
の
意
見
も
聞
き
、

水
防
災
に
関
す
る
標
示
の
取
組

み
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
清
流
地
区
に
お
け
る
、

あ
き
る
野
市
と
の
防
災
連
携
の

強
化
を
提
案
し
て
き
た
。
そ
の

後
の
進
展
は
あ
っ
た
か
。

市
長
　
あ
き
る
野
市
と
協
議
を

行
い
、
災
害
時
に
清
流
地
区
に

お
住
い
の
皆
さ
ま
が
、
あ
き
る

野
市
の
指
定
避
難
所
を
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

確
認
し
て
い
る
。
今
後
も
あ
き

る
野
市
と
の
防
災
に
関
す
る
連

携
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
清
流

地
区
の
防
災
対
策
の
強
化
を
図

っ
て
い
く
。

石居　尚郎 議員（公明党）

《Ｑ》将来の学校教育のビジョンを示すべきでは

《Ａ》今年度中に基本的な考え方をまとめ公表する

中学校体育大会で走者を応援する生徒たち
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《Ｑ》孤立をなくすための体制を構築できないか
《Ａ》見守り体制等の充実を図り、対策を検討していく

誰
も
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い

ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
加
速
す
る
高
齢
化
社
会
等
で

高
齢
者
の
み
世
帯
、
一
人
暮
ら

し
、
晩
婚
化
な
ど
の
社
会
的
孤

立
が
拡
大
し
、
町
内
会
・
自
治

会
の
加
入
率
も
低
下
す
る
中
で
、

相
談
や
見
守
り
体
制
に
つ
い
て

質
問
し
た
。

質
問
　
社
会
サ
ー
ビ
ス
と
つ
な

が
り
も
な
く
、
相
談
等
の
接
点

の
な
い
市
民
が
ど
れ
程
い
る
と

認
識
し
て
い
る
か
。

市
長
　
多
様
な
行
政
サ
ー
ビ
ス

や
相
談
体
制
の
周
知
に
努
め
、

市
民
一
人
一
人
に
応
え
る
べ
く

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
人
数
を

把
握
す
る
の
は
難
し
い
と
捉
え

て
い
る
。

質
問
　
町
内
会
・
自
治
会
の
加

入
率
が
減
少
し
て
い
る
。
困
り

ご
と
相
談
や
近
所
の
見
守
り
等

が
手
薄
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

具
体
策
は
。

市
長
　
町
内
会
・
自
治
会
は
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
を

担
う
重
要
な
組
織
で
あ
り
、
町

内
会
連
合
会
と
連
携
し
、
加
入

促
進
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て

い
る
。
民
生
・
児
童
委
員
や
友

愛
訪
問
員
に
よ
る
訪
問
活
動
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の

総
合
相
談
、
市
内
の
事
業
者
と

連
携
し
た
見
守
り
活
動
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

質
問
　
市
民
や
各
団
体
と
連
携

し
、
孤
立
を
な
く
す
た
め
の
地

域
相
談
・
見
守
り
体
制
を
構
築

で
き
な
い
か
。

市
長
　
多
岐
に
渡
る
分
野
に
お

い
て
支
援
相
談
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
取
組
み
を
推
進
し
、
支

援
や
見
守
り
体
制
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
や
団

体
等
と
連
携
し
た
孤
独
・
孤
立

対
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
。

金子　ひとみ 議員（公明党）

《Ｑ》「らんまん」のモデルに関する郷土博物館展示の評判は

《Ａ》総じて好評であったと捉えている

自
然
観
察
会
で
観
光
振
興
を

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ら
ん
ま
ん
」
の
モ
デ
ル
で
あ

る
植
物
学
者
の
牧
野
富
太
郎
氏

が
、
１
０
０
年
前
の
大
正
12
年

８
月
26
日
に
植
物
採
集
の
た
め

に
羽
村
を
訪
れ
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
羽
村
市
観
光
協
会
は

羽
村
来
訪
１
０
０
年
記
念
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
　
自
然
観
察
会
「
牧
野
博

士
が
羽
村
で
採
集
し
た
植
物
を

探
し
て
」
の
申
込
者
の
人
数
は
。

市
長
　
50
人
参
加
し
、
申
し
込

み
を
し
た
全
員
が
参
加
し
た
と

聞
い
て
い
る
。

質
問
　
記
念
講
演「
牧
野
富
太

郎
の
生
涯
と
植
物
観
察
の
楽
し

み
」の
申
込
者
数
と
参
加
者
数
は
。

市
長
　
79
人
が
申
し
込
み
、
72

人
が
参
加
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

質
問
　
郷
土
博
物
館
で
実
施
さ

れ
た
牧
野
氏
に
関
す
る
植
物
標

本
の
展
示
の
評
判
は
。

教
育
長
　
総
じ
て
好
評
で
あ
っ

た
と
捉
え
て
い
る
。

質
問
　「
新
版
は
む
ら
の
植
物

ガ
イ
ド
」「
新
版
は
む
ら
の
野

鳥
ガ
イ
ド
」「
は
む
ら
の
昆
虫

ガ
イ
ド
」
の
販
売
実
績
は
。

教
育
長
　
そ
れ
ぞ
れ
１
３
１
６

冊
、
１
０
１
０
冊
、
６
２
６
冊

で
あ
る
。

口
腔
ケ
ア
の
さ
ら
な
る
啓
発
を

質
問
　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
「
ム
シ
歯
の
誕
生
日
」
記

念
講
演
会
の
受
講
者
の
人
数
は
。

市
長
　
47
人
と
の
こ
と
で
あ
る
。

質
問
　
口
腔
ケ
ア
啓
発
の
た
め
、

受
講
者
数
を
増
や
す
工
夫
を
し

て
は
。

市
長
　
周
知
期
間
を
長
く
設
定

す
る
な
ど
多
く
の
方
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
工
夫
す
る
。

高田 和登 議員（新政会）

郷土博物館で実施された植物標本展示

町
内
会
・
自
治
会
の
入
会
案
内
チ
ラ
シ
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《Ｑ》メタバース（仮想空間）での学習支援等の検討を
《Ａ》情報収集を行い実施について検討している

子
ど
も
、
子
育
て
世
代
、
若
者

向
け
の
重
層
的
支
援
の
拡
充
を

質
問
　
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ

の
支
援
に
向
け
、
フ
リ
ー
ス
ク

ー
ル
等
と
の
連
携
、
学
校
内
実

施
の
考
え
は
。

教
育
長
　
当
該
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
と
情
報
共
有
を
行
い
、
出
席

日
数
や
学
習
の
状
況
な
ど
を
確

認
し
て
い
る
。
必
要
性
が
高
ま

っ
て
お
り
、情
報
収
集
と
児
童・

生
徒
へ
の
き
め
細
や
か
な
対
応

に
取
り
組
む
。

質
問
　
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空

間
）
で
の
学
習
支
援
等
の
積
極

的
な
検
討
を
し
て
は
。

教
育
長
　
東
京
都
教
育
委
員
会

は
不
登
校
等
の
対
策
と
し
て
、

バ
ー
チ
ャ
ル
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事
業
（
仮

想
空
間
）
を
立
ち
上
げ
た
。
情

報
収
集
を
行
い
、
実
施
を
検
討

し
て
い
る
。

質
問
　
国
が
進
め
る
「
仮
称
・

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
」
へ

の
考
え
と
準
備
は
。

市
長
　
先
行
実
施
し
て
い
る
自

治
体
の
状
況
や
対
象
者
の
把
握

な
ど
を
行
い
、
実
施
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
。

質
問
　
若
者
が
中
心
に
政
策
提

案
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
・

運
営
を
行
う
常
設
の
協
議
体
や

活
動
拠
点
の
設
置
を
し
て
は
。

市
長
　
プ
リ
モ
ホ
ー
ル
ゆ
と
ろ

ぎ
な
ど
が
拠
点
と
な
る
。
協
議

体
は
実
施
事
例
等
を
情
報
収
集

し
、
調
査
研
究
す
る
。

広
域
連
携
へ
の

取
組
み
の
見
え
る
化
を

質
問
　
効
果
的
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
の
た
め
、
広
域
連
携

の
さ
ら
な
る
強
化
で
、
住
民
福

祉
の
増
進
に
向
け
た
取
組
み
を

進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長
　
圏
域
に
共
通
す
る
課
題

解
決
に
向
け
、効
果
的
な
連
携・

協
調
が
図
ら
れ
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
む
。

富永 訓正 議員（公明党）

バーチャル・ラーニング・プラットフォー
ム（仮想空間）のイメージ

（東京都教育委員会ウェブサイトより）

実
効
性
あ
る

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

質
問
　
※
避
難
支
援
等
実
施
者

が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
、
地
域

で
調
整
す
る
場
を
設
け
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
は
。

市
長
　
避
難
支
援
等
実
施
者
の

確
保
は
必
須
で
あ
る
。
福
祉
関

係
者
等
と
連
携
し
た
会
議
体
の

設
置
も
検
討
し
て
い
く
。

質
問
　
先
進
事
例
や
研
修
、
専

門
家
の
派
遣
受
入
れ
等
、
よ
り

積
極
的
な
作
成
の
進
展
を
し
て
は
。

市
長
　
今
後
、
計
画
作
成
の
加

速
化
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
迅

速
に
進
め
る
方
法
を
検
討
す
る
。

質
問
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
の
福

祉
避
難
所
を
一
次
避
難
か
ら
開

設
し
て
は
。

市
長
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
指
定

避
難
所
の
開
設
に
合
わ
せ
開
設

す
る
。

質
問
　
指
定
避
難
所
で
未
設
置

の
小
学
校
の
体
育
館
へ
の
エ
ア

コ
ン
導
入
を
急
ぐ
べ
き
で
は
。

教
育
長
　
近
年
の
異
常
な
気
温

上
昇
、
ま
た
避
難
所
と
し
て
の

使
用
も
踏
ま
え
、
空
調
設
備
の

設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
つ
い
て

質
問
　
被
災
時
、
弁
護
士
や
保

健
師
等
の
専
門
家
チ
ー
ム
で
早

期
自
立
へ
の
支
援
を
す
る
取
組

み
で
あ
る
、
災
害
ケ
ー
ス
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
平
時
の
今
か
ら
、

体
制
整
備
し
て
は
。

市
長
　
き
め
細
や
か
な
被
災
者

支
援
が
で
き
る
よ
う
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用

助
成
の
早
期
実
施
を

質
問
　
市
民
が
望
ん
で
い
る
接

種
費
用
助
成
の
早
期
実
施
を
。

市
長
　
実
施
す
る
た
め
の
必
要

経
費
を
今
次
定
例
会
に
補
正
予

算
案
と
し
て
提
案
し
た
。

中嶋　勝 議員（公明党）

《Ｑ》福祉センター等福祉避難所を一次避難から開設しては
《Ａ》福祉センターは指定避難所の開設に合わせて開設する

指定避難所へ一時避難することなく、避難
できる福祉センター

※
避
難
支
援
等
実
施
者
…
避

難
行
動
要
支
援
者
の
避
難

支
援
を
実
際
に
実
施
す
る
方


